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有限責任監査法人トーマツ
ＪＡ支援室 マネージャー　公認会計士　松本 浩志

2005 年監査法人トーマツ（現 有限責任監
査法人トーマツ）入所。機械製造業、サー
ビス業を中心に国内上場企業および金融機
関の会計監査に従事。2015 年よりＪＡ支
援室にてＪＡグループ向けリスク管理体制
高度化研修コンテンツ作成、講師等を務め
る。

解　説

　

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
や
手
順
を
逸
脱
し
て

正
確
な
事
務
を
怠
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
ミ

ス
が
発
生
し
ま
す
。
事
務
ミ
ス
は
事
故
・
不

正
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、
金
融
機
関
な
ど
が

損
失
を
被
る
事
象
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

事
務
ミ
ス
が
発
生
し
た
場
合
、
訂
正
・
修

正
・
復
元
な
ど
を
行
う
必
要
が
生
じ
、
追
加

の
事
務
負
担
が
増
え
る
内
部
的
な
影
響
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
他
、
顧
客
や
外
部
か
ら
の
信

用
を
失
っ
て
し
ま
う
外
部
的
な
影
響
が
生
じ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
、
事
務
ミ
ス

が
発
生
し
た
場
合
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
組
織
に
と
っ
て
事
務
ミ
ス
を
防
止
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

２
．
事
務
ミ
ス
を
防
止
す 

る
仕
組
み

　

単
に
事
務
ミ
ス
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
を

目
的
と
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
業
務
を
単
純
化

し
て
単
一
の
業
務
と
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
金
融
機
関
の
窓
口
を
例
に

す
る
と
、
預
貯
金
引
出
し
専
用
窓
口
、
預
貯

金
預
入
れ
専
用
窓
口
、
送
金
専
用
窓
口
、
と

い
う
よ
う
に
単
一
の
業
務
に
限
定
し
た
う

え
、
金
額
に
つ
い
て
も
一
万
円
札
し
か
取
扱

い
を
し
な
い
と
す
れ
ば
、
事
務
ミ
ス
は
ほ
と

ん
ど
発
生
し
な
い
も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
れ
ば
、
組
合
員
・
利
用
者
は
来
店
し
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
組
合
員
・
利
用
者
が

来
な
け
れ
ば
、
事
務
ミ
ス
は
ま
す
ま
す
発
生

し
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
は
本
末
転
倒
で
す
。

　

事
務
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

整
備
す
る
例
と
し
て
、
規
程
の
整
備
お
よ
び

遵
守
体
制
の
整
備
、
各
業
務
の
規
程
を
所
管

す
る
部
署
に
よ
る
相
談
対
応
、
研
修
、
リ
ス

ク
発
生
部
門
に
よ
る
自
己
検
査
や
部
署
内
研

修
の
実
施
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
複
数
の
仕
組
み
を
設
定
す
る

こ
と
が
、
事
務
ミ
ス
を
防
止
す
る
組
織
体
制

の
整
備
と
な
り
ま
す
。

１
．
事
務
ミ
ス
と
は

　

事
務
ミ
ス
は
、
事
務
リ
ス
ク
と
し
て
金
融

庁
の
系
統
金
融
機
関
向
け
の
総
合
的
な
監
督

指
針
で
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
事
務
リ
ス
ク
と
は
、
系
統
金
融
機
関
の

役
職
員
が
正
確
な
事
務
を
怠
る
、
あ
る
い
は

事
故
・
不
正
等
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
系

統
金
融
機
関
が
損
失
を
被
る
リ
ス
ク
を
い
う

が
、
系
統
金
融
機
関
は
当
該
リ
ス
ク
に
係
る

内
部
管
理
態
勢
を
適
切
に
整
備
し
、
業
務
の

健
全
か
つ
適
切
な
運
営
に
よ
り
信
頼
性
の
確

保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
」
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３
．
事
務
ミ
ス
の
影
響
と 

分
類

　

事
務
ミ
ス
は
、
そ
の
影
響
の
大
小
に
よ
っ

て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
表
１
）。

⑴
　
軽
微
な
事
務
ミ
ス

　

組
合
員
・
利
用
者
へ
の
不
利
益
被
害
・
対

外
信
用
へ
の
影
響
が
な
い
も
の
は
、「
軽
微

な
事
務
ミ
ス
」
と
し
て
分
類
さ
れ
ま
す
。

：
経
費
伝
票
を
入
力
す
る
際
に
金
額
は

正
し
く
入
力
し
た
が
「
グ
リ
ー
ン
○
○

株
式
会
社
」
と
入
力
す
べ
き
と
こ
ろ

を
、「
ク
リ
ー
ン
○
○
株
式
会
社
」
と

入
力
し
て
し
ま
っ
た
。

　

誤
っ
た
の
は
摘
要
欄
で
す
の
で
経
費
の
処

理
自
体
は
適
切
に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
対

外
的
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
他
、
決

裁
済
み
の
稟
議
書
や
手
続
き
が
完
了
し
た
伝

票
・
関
係
書
類
な
ど
を
保
管
担
当
部
門
へ
送

付
す
る
時
期
の
遅
れ
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

⑵
　
中
程
度
の
事
務
ミ
ス

　

組
合
員
・
利
用
者
に
一
時
的
な
不
利
益
・

被
害
を
及
ぼ
し
た
も
の
、
ま
た
は
、
顧
客
に

不
利
益
・
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
っ
た

も
の
、
対
外
信
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
っ
た
も
の
は
、
中
程
度
の
事
務
ミ
ス
と

し
て
分
類
さ
れ
ま
す
。

：
送
金
処
理
に
あ
た
っ
て
、「1,000

円

」

と
入
力
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「10,000

円

」

と
入
力
し
て
送
金
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
場
合
、
正
し
い
金
額
の
送
金
と
す
る

訂
正
処
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
、
送
金
処
理
を
誤
っ
た
た
め
金
額
訂
正
を

行
っ
て
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
対
応
も
行
っ

た
が
、
送
金
処
理
誤
り
の
発
生
に
つ
い
て
報

告
が
遅
延
し
た
場
合
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

例例

⑶
　
重
大
な
事
務
ミ
ス

　

組
合
員
・
利
用
者
に
重
大
な
不
利
益
・
被

害
を
及
ぼ
し
た
も
の
、
ま
た
は
、
顧
客
に
重

大
な
不
利
益
・
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
っ
た
も
の
、
対
外
信
用
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
も
の
は
、「
重
大
な
事
務
ミ
ス
」
と

し
て
分
類
さ
れ
ま
す
。

：
本
来
送
金
す
べ
き
相
手
と
異
な
る
相

手
に
送
金
し
て
し
ま
っ
た
。

　

Ａ
社
に
一
〇
〇
〇
万
円
送
金
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
Ｂ
社
に
そ
の
金
額
を
送

金
し
た
場
合
、
誤
っ
て
送
金
し
た
Ｂ
社
に

は
、
返
金
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
来
支
払
う
予
定
で
あ
っ
た
Ａ
社
に

対
し
て
は
直
ち
に
一
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て
支
払
っ
た
Ｂ
社

か
ら
直
ち
に
返
金
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、
誤
っ
て
送
金
し
た
Ｂ
社
か

ら
返
金
が
あ
る
ま
で
の
間
、
一
〇
〇
〇
万
円

余
分
に
資
金
負
担
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
他
、
不
祥
事
や
法
令
違
反
の
ほ
か
、

重
要
書
類
の
誤
廃
棄
や
紛
失
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

４
．
事
務
ミ
ス
と
不
祥
事 

の
関
係

　

事
務
ミ
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
る
と
、
そ

こ
は
不
正
の
隠
れ
蓑
と
な
り
ま
す
（
図
表

例

【図表１】事務ミスの分類

事務ミスの概要 顧客へ
の影響

対外信用
への影響

軽
　
微

事務ミスが発生したものの、迅速な対応等が
行われたことにより組合員・利用者に不利
益・被害を及ぼすことなく、内外に影響を及
ぼさなかったもの

影響なし 影響なし

中
程
度

事務ミスにより組合員・利用者に一時的な不
利益・被害を及ぼしたもの、または、組合
員・利用者に不利益・被害を及ぼす可能性が
あったもの、対外信用に影響を及ぼす可能性
があったもの

一 時 的 な 不
利 益・ 被 害

（潜在的なも
のを含む）

潜在的に
あり

重
　
大

事務ミスにより組合員・利用者に重大な不利
益・被害を及ぼしたもの、または、顧客に重
大な不利益・甚大な被害を及ぼす可能性が
あったもの、対外信用に影響を及ぼしたもの

重 大 な 不 利
益・被害（潜
在 的 な も の
を含む）

顕在化



れ
る
事
項
】
と
し
て
明
確
化
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
金
融
機
関
等
の
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
実

効
的
な
態
勢
整
備
を
図
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
を
次
に
説

明
し
ま
す
。

⑴
　
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方

　

ま
ず
、
本
改
正
Ｇ
Ｌ
Ⅰ-

１
に
は
、

次
の
文
言
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　「
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
つ
い

て
は
、
テ
ロ
の
脅
威
が
国
境
を
越

え
て
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
金
融
機
関
等
に
お
い
て
は
、

ま
え
た
普
通
預
金
規
定
・
参
考
例
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
箇

所
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ

り
、
筆
者
が
所
属
し
、
ま
た
は
所
属

す
る
組
織
・
団
体
等
の
見
解
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｇ
Ｌ
の
改
正

　

金
融
庁
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
一

〇
日
に
Ｇ
Ｌ
の
改
正
（
以
下
、「
本

改
正
」
と
い
う
）
を
公
表
し
、
同
日

に
適
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
顧

客
管
理
」
の
項
目
に
お
い
て
、
顧
客

の
リ
ス
ク
評
価
を
【
対
応
が
求
め
ら

2

策
が
議
題
に
あ
が
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
し
て
同
年
一
〇
月
一
一
月
に
は

か
ら
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
四
次
対
日
相
互
審

査
に
て
個
別
金
融
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
近
時
、
日
本
国

内
で
も
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
の
強
化
・
充
実
に
関
す
る
動
き

が
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
金
融
庁

の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及

び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
Ｇ
Ｌ
」
と

い
う
）
の
改
正
、
同
庁
に
よ
る
疑
わ

し
い
取
引
の
参
考
事
例
の
更
新
、
全

国
銀
行
協
会
が
公
表
し
た
Ｇ
Ｌ
を
踏

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
強
化
に

係
る
近
時
の
動
向

～
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
等
を
踏
ま
え
て
～

解　説

は
じ
め
に

　

二
〇
一
九
年
度
が
開
始
し
、
新
元

号
の
「
令
和
」
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
金
融
業
界
で
は
、
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
報
道
に
よ

る
と
二
〇
一
九
年
三
月
に
は
仙
台
市

内
の
銀
行
や
都
内
の
信
用
金
庫
を
舞

台
に
海
外
マ
フ
ィ
ア
の
関
与
が
疑
わ

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
で
日
本

人
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
同
年
六
月
に
は
大
阪
で
Ｇ
20

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対

1

2002 年 弁 護 士 登 録。2010
年ニューヨーク州弁護士登
録。 同 年 か ら 2011 年 末 ま
で金融庁・証券取引等監視
委員会事務局 証券検査課 課
長補佐、専門検査官。主に
金融機関向けに金融・保険、
証券規制・情報等に関する
助言、コンプライアンス支
援、反社会的勢力対応・マ
ネーローンダリング対策、
行政対応、金融関連訴訟な
どを担当している。

稲葉総合法律事務所
パートナー弁護士　鈴木 正人
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解　説 マネロン等対策の強化に係る近時の動向
～ガイドライン改正等を踏まえて～

る
国
内
外
の
法
規
制
等
も
踏
ま
え

た
態
勢
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
」

　

こ
れ
は
国
家
公
安
委
員
会
が
公
表

す
る
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
悪
用
リ
ス
ク
を
記
載
し

た
こ
と
や
大
量
破
壊
兵
器
に
関
す
る

拡
散
金
融
リ
ス
ク
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
国
内
外
の
法
規
制
等
（
外
為

法
（
注
）
や
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
財
産

凍
結
法
）
を
踏
ま
え
た
態
勢
整
備
の

必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
明
確
化

し
た
も
の
で
す
（
本
改
正
に
係
る
パ

ブ
コ
メ
回
答
（
以
下
、「
回
答
」
と

い
う
）
二
頁
一
〇
番
）。

（
注
）
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法

⑵
　
リ
ス
ク
の
特
定

　

次
に
、
本
改
正
Ｇ
Ｌ
Ⅱ-

２
⑴
は
、

リ
ス
ク
の
特
定
の
項
目
で
、
次
の
よ

う
な
記
載
を
示
し
ま
し
た
（
※
傍
線

部
が
改
正
箇
所
）。

　「
検
証
に
際
し
て
は
、
国
に
よ

る
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
外
国
当
局

や
業
界
団
体
等
が
行
う
分
析
等
に

つ
い
て
も
適
切
に
勘
案
す
る
こ
と

で
、
各
業
態
が
共
通
で
参
照
す
べ

き
分
析
と
、
各
業
態
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
に
応
じ
た
業
態
別
の
分
析
の

双
方
を
十
分
に
踏
ま
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」

　

各
業
態
別
の
分
析
で
す
が
、
例
え

ば
、
金
融
庁
が
二
〇
一
八
年
八
月
に

公
表
し
た
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
現

状
と
課
題
」
で
は
業
態
別
の
分
析
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
が
同
年
一
〇
月
に
公
表
し
た
生
命

保
険
分
野
や
証
券
分
野
に
関
す
る
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
参
考
に
な
り
ま

す
（
回
答
三
頁
一
二
番
参
照
）。

⑶
　
顧
客
リ
ス
ク
評
価

　

さ
ら
に
、
本
改
正
Ｇ
Ｌ
Ⅱ-

２
⑶

ⅱ
は
、
顧
客
管
理
の
項
目
の
【
対
応

が
求
め
ら
れ
る
事
項
】
に
お
い
て
、

次
の
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

　「
⑥
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
取
引

形
態
、
国
・
地
域
、
顧
客
属
性
等

に
対
す
る
自
ら
の
マ
ネ
ロ
ン
・
テ

ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
の
評
価
の
結

果
を
総
合
し
、
利
用
す
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
や
顧
客
属
性
等
が
共
通

す
る
顧
客
類
型
ご
と
に
リ
ス
ク
評

価
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
全
て

の
顧
客
に
つ
い
て
リ
ス
ク
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
講
ず
べ
き
低
減

措
置
を
顧
客
の
リ
ス
ク
評
価
に
応

じ
て
判
断
す
る
こ
と
」

　

こ
れ
は
す
べ
て
の
顧
客
に
対
し
て

リ
ス
ク
評
価
を
求
め
る
も
の
で
す
。

顧
客
類
型
ご
と
に
リ
ス
ク
評
価
を
行

う
こ
と
等
と
の
例
示
も
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
顧
客
類
型
ご
と
の
評
価
も
許

容
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、【
対
応
が
期
待
さ
れ
る
事

項
】
に
お
け
る
顧
客
リ
ス
ク
格
付

は
、「
顧
客
類
型
ご
と
」
で
は
な
く

個
別
の
「
顧
客
ご
と
」
に
リ
ス
ク
を

評
価
す
る
手
法
と
な
り
ま
す
（
回
答

五
頁
二
四
番
）。

　

ま
た
、
本
改
正
Ｇ
Ｌ
Ⅱ-

２
⑶
ⅱ

は
、
顧
客
管
理
の
項
目
の
【
対
応
が

求
め
ら
れ
る
事
項
】
に
お
け
る
、
⑨

継
続
的
な
顧
客
管
理
の
実
施
に
関
し

て
、
次
の
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
資
金
供
与
に
自

ら
が
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
さ
れ
得
る
と
い
う
認
識
の

下
、
実
効
的
な
管
理
態
勢
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え

ば
、
非
営
利
団
体
と
の
取
引
に
際

し
て
は
、
全
て
の
非
営
利
団
体
が

本
質
的
に
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、

そ
の
活
動
の
性
質
や
範
囲
等
に
よ

っ
て
は
テ
ロ
資
金
供
与
に
利
用
さ

れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
国
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
の
結

果
（
犯
収
法
に
定
め
る
「
犯
罪
収

益
移
転
危
険
度
調
査
書
」）
や
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
た
対

策
を
検
討
し
、
リ
ス
ク
低
減
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
量
破
壊
兵
器
の

拡
散
に
対
す
る
資
金
供
与
の
防
止

の
た
め
の
対
応
も
含
め
、
外
為
法

や
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決

議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま

え
我
が
国
が
実
施
す
る
国
際
テ
ロ

リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
国
際
テ
ロ
リ
ス

ト
財
産
凍
結
法
）
を
は
じ
め
と
す
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１　

Ｇ
Ｉ
制
度
の
お
さ
ら
い

　

二
〇
一
五
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護

に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
法
」
と

い
う
）
で
す
が
、
平
成
二
八
（
二
〇

一
六
）
年
と
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
に
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
三
〇
年
改
正
は
、
二
〇
一
九
年
二

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す

（
改
正
前
を
「
旧
法
」、
改
正
後
を

「
改
正
法
」
と
い
う
）。

　

地
理
的
表
示
（Geographical 

Indication
、
以
下
、「
Ｇ
Ｉ
」
と
い

う
）
と
は
、「
特
定
農
林
水
産
物
等

の
名
称
の
表
示
」（
法
二
条
三
項
）、

つ
ま
り
、
生
産
地
に
由
来
し
た
特
性

を
有
す
る
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の

表
示
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
農
林
水
産
物
等
」

は
、
食
用
の
農
林
水
産
物
お
よ
び
加

工
飲
食
料
品
、
な
ら
び
に
、
政
令
で

定
め
る
農
林
水
産
物
（
観
賞
用
の
植

物
、
工
芸
農
作
物
、
立
木
竹
、
観
賞

用
の
魚
、
真
珠
）
お
よ
び
政
令
で
定

め
る
加
工
品
（
農
林
水
産
物
か
ら
製

造
・
加
工
し
た
飼
料
、
漆
、
竹
材
、

精
油
、
木
炭
、
木
材
、
畳
表
、
生

糸
）
で
す
。
酒
類
や
、
医
薬
品
、
医

薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
再
生
医
療
等

製
品
は
除
か
れ
ま
す
が
、
６
次
産
業

化
の
産
品
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
「
特
性
」
は
、
生
産

地
や
生
産
方
法
に
由
来
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
特
性
は
、
①
風

土
・
自
然
環
境
の
よ
う
な
「
地
域

性
」、
②
生
産
方
法
・
技
術
・
工
夫

の
よ
う
な
「
取
組
み
」、
③
歴
史
・

文
化
の
よ
う
な
「
伝
統
性
」
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
地
域
性
」「
取
組
み
」「
伝
統
性
」

を
介
し
て
、
特
性
と
生
産
地
が
密
接

不
可
分
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
り
、

産
品
に
対
す
る
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
（

≒

顧
客
吸
引
力
）
が
生
産
地
に
帰
着
す

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
制
度
は
、
特
定
農
林
水
産
物

等
（
以
下
、「
Ｇ
Ｉ
産
品
」
と
い
う
）

の
名
称
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
国

が
そ
の
品
質
を
保
証
（
お
墨
付
き
を

付
与
）
す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た

め
、
Ｇ
Ｉ
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
初

め
か
ら
Ｇ
Ｉ
と
い
う
「
器
」
に
、
国

が
お
墨
付
き
を
与
え
た
特
性
等
を

「
中
身
」
と
し
て
入
れ
ら
れ
る
た
め
、

非
常
に
効
率
的
に
プ
ラ
ス
の
ブ
ラ
ン

ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
（
資
産
的
価
値
）

を
蓄
積
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
の
お

墨
付
き
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
事
業
者

が
示
す
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
顧
客
が
抱
く
ブ
ラ
ン
ド
・
イ

メ
ー
ジ
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
な
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
（
詳

し
く
は
拙
稿
（
本
誌
五
四
四
号
一
六

～
二
一
頁
）
参
照
）。

　

次
に
、
Ｇ
Ｉ
制
度
の
改
正
点
を
手

続
面
と
登
録
後
の
効
果
の
面
か
ら
整

理
し
ま
す
。
ま
た
、
参
考
ま
で
に
、

生
産
業
者
・
生
産
者
団
体
に
と
っ
て

の
影
響
の
大
き
さ
も
、
大
・
中
・
小

の
三
段
階
で
示
し
ま
し
た
。
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解 説
農業者支援のために知っておこう
地理的表示（ＧＩ）法の最新改正と国際的背景

２　

手
続
き
に
係
る
改
正
点

⑴
　
申
請
等
の
手
続
き
（
改
正

後
）

　
「
生
産
業
者
」
を
直
接
・
間
接
の

構
成
員
と
す
る
「
生
産
者
団
体
」
が

明
細
書
を
作
成
の
う
え
、
農
林
水
産

大
臣
に
申
請
し
、
審
査
を
経
て
登
録

さ
れ
ま
す
（
図
表
１
）。
登
録
後
、

生
産
者
団
体
は
、
①
明
細
書
の
変

更
、
②
生
産
が
明
細
書
に
適
合
し
て

行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
指
導
・
検

査
、
③
実
績
報
告
書
の
提
出
等
の
生

産
行
程
管
理
業
務
（
法
二
条
四
項
）

を
行
い
ま
す
。
前
記
の
点
や
登
録
要

件
、
申
請
書
類
は
、
改
正
前
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
改
正
点
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

⑵
　
方
式
審
査
・
申
請
公
示�

�

影
響
：
中
　
★
★
☆

　

申
請
後
遅
滞
な
く
、
申
請
Ｇ
Ｉ
産

品
の
名
称
な
ど
が
公
示
さ
れ
ま
す

（
改
正
法
七
条
四
項
）。

　

ま
た
、
改
正
前
は
、
方
式
審
査
で

生
産
者
団
体
に
欠
格
事
由
が
あ
る
場

合
に
の
み
、
登
録
拒
否
さ
れ
て
い
ま

し
た
（
旧
法
八
条
一
項
、
一
三
条
一

項
一
号
）。
今
後
は
、
方
式
審
査
で

申
請
書
類
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
っ

た
り
、
重
要
事
項
の
記
載
が
不
十
分

な
場
合
、
補
正
命
令
が
な
さ
れ
、
補

正
し
な
い
と
申
請
却
下
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
（
改
正
法
七
条
の

二
）。

⑶
　
明
細
書
変
更
の
承
認
等�

�

影
響
：
小
　
★
☆
☆

　

登
録
後
の
明
細
書
の
変
更
登
録

（
旧
法
一
六
条
）
の
手
続
き
が
な
く

な
り
、
登
録
事
項
の
変
更
登
録
（
改

正
法
一
六
条
）
と
、
明
細
書
変
更
の

承
認
（
改
正
法
一
六
条
の
二
）
の
手

続
き
に
分
か
れ
ま
し
た
。
生
産
者
団

体
の
名
称
・
住
所
・
代
表
者
・
連
絡

先
の
変
更
等
は
、
明
細
書
変
更
の
承

認
で
済
み
ま
す
。

⑷
　
平
成
二
八
年
改
正�

�

影
響
：
小
　
★
☆
☆

　

平
成
二
八
年
改
正
の
多
く
は
、
平

成
三
〇
年
改
正
で
整
理
・
統
合
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
二
八
年
改
正
で
の
追

加
条
項
の
う
ち
、
残
っ
て
い
る
の

は
、
相
互
に
Ｇ
Ｉ
を
保
護
し
あ
う
外

国
の
Ｇ
Ｉ
産
品
の
指
定
に
つ
い
て
の

法
二
三
か
ら
三
二
条
と
、
関
係
行
政

機
関
の
協
力
に
つ
い
て
定
め
た
法
三

六
条
で
す
。

　

日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
（
以
下
、

「
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
）
の
発
効

に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
側
の
Ｇ
Ｉ
七
一
産

品
、
日
本
側
の
Ｇ
Ｉ
四
八
産
品
が
相

互
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

農
水
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
①
複

合
語
の
Ｇ
Ｉ
の
一
部
が
普
通
名
称
と

認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
一
部

分
に
は
Ｇ
Ｉ
の
保
護
が
及
ば
な
い
も

の
（
単
体
で
の
使
用
は
可
）
と
し

て
、
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
、
ブ
リ
ー
、
エ

メ
ン
タ
ー
ル
、
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
、
プ

ロ
ヴ
ォ
ロ
ー
ネ
、
チ
ェ
ダ
ー
、
エ
ダ

ム
、
ゴ
ー
ダ
が
挙
げ
ら
れ
、
②
複
合

【図表 1】ＧＩ登録申請の手続き

GI 登録申請（７条１項）★

方式審査（明文なし）◆

申請事実の公示（７条４項）■

公示日から３ヵ月以内 公示日から３ヵ月間現地調査
（明文なし）◇

（実体）審査（明文なし）◆

登録拒否（13条１項１号～４号）■

補正命令（７条の２第１項）■

　

★生産者団体
■農林水産大臣
◆審査官
◇審査官及び管轄農
政局の担当者

登録（６条、12 条１項）■

申請書の公示（８条１項）■

申請受理
（８条 1項）■

補正★ 申請却下
（７条の２第２項）■

学識経験者委員会の意見聴取
（11条１項）■

意見書提出（９条１
項）：何人も可

申請書、明細書、生産行
程管理業務規程の公衆の
縦覧（８条２項）■
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